
 

№
１ 私

の
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

尾
木 

由
起
子 

 

は
じ
め
に 

こ
こ
で
は
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
の
概
要
を
述
べ
、
そ
の
信
ぴ
ょ

う
性
を
高
め
る
た
め
の
一
助
と
し
て
、
実
際
に
そ
の
場
に
出
向

き
確
認
し
た
こ
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
、「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
で
解

る
二
つ
の
こ
と
、「
国
譲
り
」
と
「
二
つ
の
賀
茂
神
社
」
に
つ
い

て
記
し
た
い
。 

 

参
考
図
書 

「
は
じ
め
て
の
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」 

（
天
の
巻
・
地
の
巻
・
人
の
巻
） 

今
村
聡
夫 

（
か
ざ
ひ
の
文
庫
） 

「
甦
る
古
代
日
本
の
真
実
・
全
訳
秀
真
伝 

記
紀
対
照
」 

 
 

 
 

 
 

千
葉
富
三 

（
文
芸
社
・
絶
版
） 

「
真
実
の
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
を
求
め
て
」
い
と
き
ょ
う 

（
ホ
ツ
マ
出
版
） 

「
読
み
比
べ
古
事
記
と
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」 

小
深
田
宗
元
（
か
ざ
ひ
の
文
庫
） 

「
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
彦 

（
か
ざ
ひ
の
文
庫
） 

「
古
事
記
」
上 

 
 

 
 

 
 

 

（
講
談
社
学
術
文
庫
） 

「
日
本
書
紀 

一
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
岩
波
書
店
） 

「
ホ
ツ
マ
・
カ
タ
カ
ム
ナ
・
竹
内
文
書
・
先
代
旧
事
本
紀
」 

 
 

 
 

 
 

 

エ
イ
ブ
リ
・
モ
ロ
ー
（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
） 

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ 

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
彦
チ
ャ
ン
ネ
ル 

瀬
織
津
姫
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
山
水
治
夫
） 

 

私
が
古
事
記
、
日
本
書
紀
の
元
と
な
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る

「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」（
今
村
聡
夫
著
）
を
手
に
取
っ
た
の
は
昨
年

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
だ
日
本
に
文
字
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
た
時
代
、
オ
シ
テ
文
字
と
云
わ
れ
る
神
代
文
字
で
書
か
れ
た
、

全
四
十
綾
（
章
）
の
大
著
で
あ
る
。
し
か
も
五
七
調
の
韻
文
で
、

リ
ズ
ム
が
よ
い
。
記
、
紀
よ
り
も
ず
っ
と
現
実
的
で
解
り
や
す

い
。
天
皇
家
が
一
代
一
代
ど
の
よ
う
に
続
い
て
き
た
か
が
よ
く

わ
か
る
。
な
に
よ
り
、
神
（
人
物
）
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
よ
く

表
現
さ
れ
て
い
て
お
も
し
ろ
い
。
今
村
氏
の
訳
も
素
晴
ら
し
い

と
思
う
。
（N

A
V

I

彦
著
作
よ
り
） 

 

「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
は
神
代
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
偽
書

と
さ
れ
、
写
本
も
江
戸
時
代
中
期
の
も
の
が
最
古
な
の
で
江
戸

時
代
中
期
に
創
作
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
あ
あ 

確
か
に
、
今
に
伝
わ
る
文
化
的
な
行
事
、
桃
の
花
の
雛
祭
り
、

菖
蒲
を
飾
り
粽
で
祝
う
五
月
五
日
、
七
夕
の
祭
り
、
菊
と
栗
の

祝
い
等
、
こ
れ
が
縄
文
晩
期
の
話
な
の
か
と
疑
問
に
思
う
。
し

か
し
、
反
面
、
そ
の
土
地
土
地
の
古
い
伝
承
（
お
び
た
だ
し
く

あ
る
神
社
や
そ
の
祭
神
・
地
名
・
語
源
）
と
の
一
致
も
あ
る
。

江
戸
時
代
の
創
作
に
し
て
は
大
が
か
り
過
ぎ
る
と
思
う
。
そ
れ

に
、「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
に
は
遺
跡
と
の
関
連
が
な
い
と
い
わ
れ

て
い
た
が
、
平
成
八
年
、
出
雲
の
加
茂
岩
倉
遺
跡
よ
り
、
ミ
カ

ラ
ヌ
シ
（
銅
鐸
）
が
出
土
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
ホ
ツ
マ



 

№
２ 

ツ
タ
エ
」
の
内
容
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。（
ホ
ツ
マ
ツ
タ

エ
御
機

み

は

た

の
三
十
四 

―
崇
神
天
皇
六
十
年―

） 

「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
は
、
全
四
十
章
の
う
ち
二
十
八
章
ま
で
を
、 

神
武
の
重
臣
、
第
六
代
大
物
主
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
が
第
四
代
地
神

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ワ
セ
ズ
亡
き
あ
と
、
幼
い
タ
ケ
ヒ
ト
（
神
武
）

ら
を
心
配
し
、
世
の
指
針
と
な
る
よ
う
に
と
、
自
ら
記
し
て
阿

波
の
社
に
収
め
て
お
い
た
と
あ
る
。
（
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
御
機

み

は

た

の

二
十
八
）
神
武
天
皇
は
、
ク
シ
ヒ
コ
（
初
代
事
代
主
・
大
国
主

神
・
大
國
魂
神
）、
コ
モ
リ
、
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
、
三
代
の
大
物
主

の
功
績
を
讃
え
て
、
三
輪
姓
を
与
え
て
い
る
。
な
お
、
神
武
の

正
妃
は
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
の
妹
で
、
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
は
神
武
に
殉

死
し
て
い
る
。。（
紀
元
前
五
八
四
年
）
そ
の
後
、
崇
神
天
皇
の

時
代
に
、
見
い
だ
さ
れ
た
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
の
子
孫
オ
オ
タ
タ
ネ

コ
が
大
物
主
神
（
大
三
輪
神
）
の
斎
主
と
な
り
、
天
皇
か
ら
の

要
請
も
あ
り
、
朝
廷
に
復
帰
で
き
た
感
謝
と
、
こ
の
書
が
末
長

く
国
政
の
規
範
と
な
る
よ
う
に
と
、
全
四
十
章
に
執
筆
し
て
ま

と
め
、
三
笠
臣
コ
コ
カ
シ
マ
の
推
薦
文
を
添
え
て
、
景
行
天
皇

に
献
上
し
た
の
で
あ
る
。（
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
最
終
章
・
一
二
六
年
） 

  

今
の
時
代
、
私
た
ち
が
読
ん
で
い
る
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
が

世
に
出
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
松
本
善
之
助
氏
で
あ
る
。

氏
は
昭
和
四
十
一
年
に
神
田
の
古
書
店
で
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」

の
写
本
の
一
部
に
出
会
い
、
そ
の
後
、
苦
労
し
つ
つ
、
愛
媛
県

宇
和
島
や
滋
賀
県
高
島
市
で
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
全
四
十
章
の

写
本
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。 

 

小
笠
原
長
弘
本 

宇
和
島
市
の
小
笠
原
家
で
発
見 

明
治
時

代
写
本 

小
笠
原
長
武
本 

宇
和
島
市
の
小
笠
原
家
で
発
見 

明
治
時

代
写
本
（
国
立
公
文
書
館 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
で
閲
覧
可
） 

和
仁

わ

に

古
安

こ

や

す

聰と
し

本 

高
島
市
の
日
吉
神
社
で
発
見 

江
戸
時
代

中
期
写
本 

和
仁
古
安
聰
（
三
輪
安
聰
・
井
保
勇
之
進
）
は
三
輪
氏
の
子 

孫
で
、
先
祖
の
赤
坂
彦
は
道
鏡
の
強
引
な
要
求
を
拒
否
し
て
自 

刃
、
そ
の
子
世
々
彦
は
父
の
遺
言
に
従
っ
て
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」 

を
守
る
た
め
、
奥
琵
琶
湖
に
隠
れ
住
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。 

 

エ
イ
ブ
リ
・
モ
ロ
ー
氏
は
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
が
書
か
れ
た
目 

的
は
記
紀
が
記
し
て
い
な
い
、
神
代
の
生
活
と
は
い
か
な
る
も 

の
だ
っ
た
か
、
に
あ
る
と
云
っ
て
い
る
。
次
は
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ 

エ
」
第
一
章
の
出
だ
し
で
あ
る
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
エ
イ
ブ
リ
・
モ
ロ
ー
著
作
よ
り
） 

 
 現

在
、
日
本
の
文
芸
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
五
七
五
七
七
の

短
歌
（
和
歌
）
は
天
照
大
御
神
の
姉
で
あ
る
ワ
カ
姫
（
ヒ
ル
コ
）

に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
。
ワ
カ
姫
は
第
七
代
天
神
イ
ザ
ナ
ギ
・

イ
ザ
ナ
ミ
（
フ
タ
カ
ミ
）
の
第
一
子
と
し
て
筑
波
で
生
ま
れ
た
。



 

№
３ 

し
か
し
、
両
親
と
も
に
厄
年
で
あ
っ
た
た
め
、
子
に
災
厄
が
及

ば
な
い
よ
う
に
と
、
一
旦
、
舟
で
流
し
、
重
臣
の
カ
ナ
サ
キ
（
住

吉
神
）
に
拾
わ
れ
、
カ
ナ
サ
キ
夫
妻
に
愛
情
を
も
っ
て
育
て
ら

れ
た
の
で
あ
る
。「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
の
中
で
も
、
和
歌
は
重
要 

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
和
歌
に
つ
い
て
冒
頭
に
記
し
た

の
で
あ
る
。「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
に
は
そ
の
他
、
乗
馬
の
こ
と
、

医
学
（
特
に
出
産
に
つ
い
て
は
熱
心
）
、
建
築
、
教
育
、
宇
宙
創

成
の
話
等
々
、
当
時
の
百
科
全
書
で
あ
る
。
多
く
は
高
間
殿
と

い
わ
れ
る
宮
中
で
天
照
大
神
や
長
老
が
諸
臣
の
質
問
に
答
え

る
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

さ
て
、
冒
頭
の
ワ
カ
姫
の
話
に
戻
る
と
、「
ヒ
ロ
タ
」
と
い
う
語

に
気
づ
く
。
果
た
し
て
、
ワ
カ
姫
が
拾
わ
れ
た
地
に
は
現
在
、

廣
田
神
社
（
兵
庫
県
西
宮
市
）
が
建
っ
て
い
る
。
主
祭
神
は
天

照
大
神
荒
御
魂
（
撞
賢
木
厳
之
御
魂
天
疎
向
津
媛
命
）
と
あ
る
。

（―

線
尾
木
） 

実
は
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
が
記
紀
と
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
は
、

ア
マ
テ
ラ
ス
が
男
性
神
と
し
て
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
マ

テ
ラ
ス
は
紀
元
前
一
二
八
五
年
（
千
葉
富
三
氏
著
よ
り
）
富
士

山
麓
の
原
の
宮
で
生
ま
れ
て
い
る
。
お
妃
が
十
二
人
い
て
、
さ

ら
に
正
妃
は
瀬
織
津
姫
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
美
し
い
人
な
の
で

ア
マ
テ
ラ
ス
自
ら
が
向
か
え
に
行
っ
た
の
で
、
ま
た
は
、
太
陽

と
し
て
の
ア
マ
テ
ラ
ス
に
月
と
し
て
向
か
い
合
う
こ
と
が
出

来
る
存
在
と
し
て
、
向
つ
姫
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。「
ホ
ツ
マ
ツ

タ
エ
」
の
信
ぴ
ょ
う
性
を
問
う
た
め
に
、
記
紀
に
は
載
っ
て
い

な
い
（
た
だ
し
、
大
祓
の
詞
に
は
出
て
く
る
）
正
妃
瀬
織
津
姫

の
存
在
を
確
認
す
る
の
が
一
つ
の
方
法
で
あ
る
こ
と
は
誰
に

で
も
気
づ
く
。
瀬
織
津
姫
の
父
親
が
三
島
の
豪
族
、
サ
ク
ラ
ウ

チ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
島
に
、
ゆ
か
り
の
神
社
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
。
果
た
し
て
、
い
く
つ
も
あ
り
、
そ
の
一

つ
瀧
川
神
社
に
行
っ
て
み
た
。 

   

      
 

 

 

 
 

 
 

祓
戸
の
神
と
し
て
で
は
あ
っ
た
が
、
瀬
織
津
姫
の
名
が
掲

示
し
て
あ
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
で
、
瀬
織
津
姫
親
善
大
使
を
自
称
し
て
い

る
山
水
治
夫
氏
に
よ
れ
ば
瀬
織
津
姫
を
祀
る
神
社
は
全
国
に

一
二
八
社
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
本
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。 



 

№
４ 

ア
マ
テ
ラ
ス
は
伊
勢
の
イ
サ
ワ
の
宮
か
ら
、
五
十
鈴
川
の
ほ
と

り
の
宮
に
移
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
最
後
の
時
を
迎
え

て
、
瀬
織
津
姫
に
遺
言
を
し
ま
し
た
。 

・
・
・
・
・
・
・ 

ま
た
き
さ
き 

ひ
ろ
た
に
ゆ
き
て 

 

わ
か
ひ
め
と 

と
も
に
ゐ
こ
こ
ろ 

ま
も
る
べ
し 

わ
れ
は
と
よ
け
と 

を
せ
お
も
る 

ゐ
せ
の
み
ち
な
り 

・
・
・
・
・ 

（
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
御
機
の
二
八
） 

「
と
よ
け
」
と
は
イ
サ
ナ
ミ
の
父
、
第
五
代
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
、

豊
受
の
大
神
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

か
く
し
て
私
も
そ
の
地
に
行
っ
て
み
た
。
こ
の
「
瀬
織
津
姫

詣
」
は
、
こ
の
廣
田
神
社
と
近
く
の
西
宮
神
社
、
そ
し
て
聖
地

の
六
甲
比
命
大
善
神
社
を
セ
ッ
ト
で
巡
る
の
が
常
套
の
よ
う

で
あ
る
が
、
今
回
は
二
ヵ
所
だ
け
に
し
た
。 

 

 

 

「
六
甲
」
は
向
つ
姫
の
住
む
峰
か
ら
採
ら
れ
た
名
前
で
あ
る
。

廣
田
神
社
の
摂
社
で
あ
る
六
甲
比
命
神
社
に
は
、
六
甲
道
駅
か

ら
バ
ス
で
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
下
駅
へ
、
ケ
ー
ブ
ル
を
上
っ
て
山
上

駅
で
降
り
、
さ
ら
に
バ
ス
で
行
き
、
降
り
た
所
よ
り
森
に
分
け

入
り
、
急
な
、
人
が
ど
う
に
か
通
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
道

を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
、
何
度
も
迷
い
や
っ
と
辿
り
着
け
た
。
今

に
も
岩
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
二
畳
敷
く
ら
い
の
小
さ
な

小
屋
で
あ
る
。
近
く
に
瀬
織
津
姫
の
墓
と
さ
れ
る
磐
座
（
う
さ

ぎ
石
）
も
あ
っ
た
。
や
は
り
瀬
織
津
姫
は
存
在
し
た
の
か
と
思

っ
た
。 

 

 

 
 

 

さ
て
、
こ
の
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
ず
っ
と
疑
問
に
思
っ
て
き
た
こ
と
が
、
次
々
に
そ
う
だ

っ
た
の
か
、
と
自
分
な
り
に
理
解
で
き
た
の
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
な
ぜ
「
伊
勢
参
り
」
が
あ
ん
な
に
人
気
が
あ
っ
た
の

か
、
な
ぜ
記
紀
に
有
る
か
ら
と
い
え
、
宮
崎
が
天
孫
降
臨
の
地

と
し
て
有
名
な
の
か
、
神
武
天
皇
は
ど
こ
か
ら
ど
う
来
た
人
な

の
か
、
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
の
名
の
由
来
は
、
白
山
神
社
の

祭
神
、
菊
理
媛
神
と
は
、
箱
根
神
社
に
つ
い
て
、
等
で
あ
る
。 

そ
の
中
で
も
次
の
二
つ
の
事
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
一
つ
は

い
わ
ゆ
る
「
国
譲
り
」
で
、
も
う
一
つ
は
京
都
の
「
上
賀
茂
神

社
」・「
下
鴨
神
社
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

廣田神社 

六甲比命大善神社 

うさぎ石 



 

№
５ 私

は
十
数
年
前
、
近
く
の
デ
パ
ー
ト
の
前
で
青
森
か
ら
き
た
、

素
朴
で
コ
ミ
カ
ル
な
二
、
三
人
で
踊
る
民
俗
舞
踊
を
見
た
。
釣

り
竿
と
鯛
を
持
っ
た
恵
比
寿
さ
ま
な
ど
に
扮
し
て
い
て
、
い
か

に
も
出
雲
の
踊
り
の
よ
う
に
み
え
た
。
青
森
と
出
雲
は
何
か
関

係
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
、
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が

「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
に
は
出
て
い
た
の
で
あ
る
。「
国
譲
り
」
の

話
で
あ
る
。 

紀
元
前
千
二
百
年
頃
、（
今
村
著
よ
り
）
ア
マ
テ
ラ
ス
は
引
退
し
、

息
子
の
オ
シ
ホ
ミ
ミ
に
政
権
を
譲
っ
て
い
ま
し
た
。
第
七
代
タ

カ
ミ
ム
ス
ビ
（
高
木
神
）
が
補
佐
し
、
ヤ
ス
川
の
宮
で
国
政
を

取
り
行
っ
て
い
ま
し
た
。（
の
ち
に
多
賀
大
社
の
近
く
に
移
る
）

そ
の
宮
の
橘
の
木
が
突
然
枯
れ
、
フ
ト
マ
ニ
で
占
い
、
ヨ
コ
ベ

（
偵
察
者
）
を
派
遣
し
て
み
る
と
、
出
雲
で
、
も
う
一
つ
朝
廷

が
あ
る
か
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
す
。 

・
・
・
・
・ 

よ
こ
べ
か
え
り
て 

も
ふ
さ
く
は 

い
つ
も
や
ゑ
が
き 

お
ほ
な
む
ち 

み
つ
れ
は
か
く
る 

こ
と
は
り
か 

ぬ
か
お
た
ま
か
き 

う
ち
み
や
と 

こ
れ
こ
こ
の
ゑ
に 

く
ら
ふ
な
り 

・
・
・
・ 

（
御
機
の
十 

・ 

カ
シ
マ
断
ち
釣
り
鯛
の
ア
ヤ
） 

 

オ
オ
ナ
ム
チ
は
ス
サ
ノ
オ
の
子
で
、
ア
マ
テ
ラ
ス
か
ら
右
大
臣

で
軍
事
も
担
う
大
物
主
の
地
位
を
貰
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

民
人
の
生
活
向
上
の
た
め
、
種
袋
を
肩
に
担
ぎ
槌
を
も
っ
て
国

内
を
回
り
、
収
穫
向
上
に
励
み
、
備
蓄
米
を
倉
に
満
た
す
な
ど
、

民
衆
に
慕
わ
れ
て
も
い
た
の
で
す
。 

高
木
神
は
オ
オ
ナ
ム
チ
の
慢
心
を
正
す
た
め
、
次
々
と
使
者
を

送
り
ま
す
が
埒
が
明
か
ず
、
つ
い
に
強
硬
手
段
を
と
り
、
軍
を

派
遣
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
ひ
は 

た
か
み
む
す
び
の 

と
み
か
れ
お 

の
ぞ
く
か
ど
で
の 

 

か
し
ま
だ
ち 

わ
に
す
き
ま
つ
る 

か
み
は
か
り 

ふ
つ
ぬ
し
よ
し
と 

み
な
い
え
は 

た
け
み
か
つ
ち
が 

す
す
み
い
て 

あ
に
た
だ
ひ
と
り 

ふ
つ
ぬ
し
が 

ま
さ
り
て
わ
れ
は 

ま
さ
ら
ん
や 

た
か
き
い
さ
み
の 

み
か
つ
ち
や 

ふ
つ
ぬ
し
そ
え
て 

か
し
ま
た
ち 

 

「
か
し
ま
だ
ち
」
と
は
、
右か

の
臣と

み

（
右
大
臣
・
剣

つ
る
ぎ

の
臣
）
の
シ

マ
（
職
分
）
を
断た

つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
こ
で
、「
右
」
を
何
故
「
カ
」
と
読
む
か
に
言
及
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。

 
（N

A
V

I

彦
著
作
よ
り
） 

 

こ
の
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
の
時
代
は
「
ア
・
ウ
・
ワ
」
と
読

め
る
中
心
の
神
（
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
・
ア
メ
ミ
オ
ヤ
・
ク
ニ
ト
コ
タ

チ
）
の
周
り
に
四
十
八
の
オ
シ
テ
文
字
が
配
置
さ
れ
た
占
い

図
、「
フ
ト
マ
ニ
」
が
重
要
視
さ
れ
た
。「
ア
・
ウ
・
ワ
」
の
周



 

り
に №

６ 

配
置
さ
れ
た
の
は
国
常
立
の
神
の
八
人
の
皇
子
、
国
狭
槌
尊

（
ト
・
ホ
・
カ
・
ミ
・
エ
・
ヒ
・
タ
・
メ
）
で
あ
る
。
そ
の
時

の
統
治
者
を
真
ん
中
と
す
れ
ば
、
右
に
右
大
臣
（
剣
の
臣
）、
左

に
左
大
臣
（
鏡
の
臣
）
が
並
ぶ
。
こ
の
「
フ
ト
マ
ニ
」
で
は
「
ア
・

ウ
・
ワ
」
の
右
に
「
カ
」
の
尊
、
左
に
「
タ
」
の
尊
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。
次
は
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
で
の
使
用
例
で
あ
る
。 

  

ア
マ
テ
ラ
ス
は
こ
の
国
の
政
治
の
形
態
を
「
カ
の
鳥
」
に
例

え
て
諸
臣
に
説
明
し
て
い
ま
す
。 

か
の
と
り
の 

か
た
ち
は
や
た
み 

く
び
は
き
み 

か
が
み
は
た
は
ね 

つ
る
ぎ
か
は 

も
の
の
へ
は
あ
し 

・
・
・
・
・ 

 
 

 
 

（
御
機
の
二
十
四
）（―

線
尾
木
） 

（
か
の
鳥
の 

体
は
八
民 

首
は
君 

鏡
は
タ
羽 

剣
カ
羽 

物
部
は
足
・
・
・
） 

 

結
局
オ
オ
ナ
ム
チ
の
息
子
の
一
人
、
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
は
抵
抗

し
信
濃
の
湖
（
諏
訪
湖
）
ま
で
逃
げ
ま
し
た
が
、
長
男
ク
シ
ヒ

コ(

後
世 

恵
比
寿
神)

の
諭
し
も
あ
り
、
オ
オ
ナ
ム
チ
は
服
従

し
ま
し
た
。 

と
き
に
ま
つ
ら
ふ 

お
ほ
な
む
ち 

も
も
や
そ
か
み
お 

ひ
き
ゐ
き
て 

ま
め
も
ひ
か
げ
の 

な
ん
た
あ
り 

た
か
み
む
す
び
の 

た
た
し
ゑ
た 

こ
と
わ
り
あ
れ
は 

み
こ
と
の
り 

た
ま
ふ
あ
そ
べ
の 

あ
か
る
み
や 

あ
ふ
ゆ
お
う
く
る 

お
ほ
な
む
ち 

あ
か
る
あ
そ
べ
の 

う
も
と
み
や 

つ
く
る
ち
ひ
ろ
の 

か
け
は
し
や 

も
も
や
そ
ぬ
い
の 

し
ら
た
て
に 

う
つ
し
く
に
た
ま 

お
ほ
な
む
ち 

つ
か
る
う
も
と
の 

か
み
と
な
る 

   

オ
オ
ナ
ム
チ
は
一
族
を
率
い
て
多
賀
の
宮
で
ま
で
来
て
恭

順
の
意
を
表
し
、
オ
シ
ホ
ミ
ミ
か
ら
、
あ
ふ
ゆ
（
天
恩
頼
・
こ

こ
で
は
寛
大
な
処
置
）
を
受
け
領
地
替
え
と
な
り
、
ア
ソ
ベ
の

地
の
ア
カ
ル
（
天
日
隅
）
宮
（
岩
木
山
神
社
）
を
賜
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
地
で
も
オ
オ
ナ
ム
チ
は
持
ち
前
の
能
力

を
発
揮
し
、
一
族
か
ら
「
ウ
ツ
シ
ク
ニ
タ
マ
＝
移
し
国
玉
・
顕

国
玉
」
神
と
称
え
ら
れ
、
津
軽
大
（
ウ
）
本
の
神
と
し
て
祀
ら

れ
た
の
で
す
。
一
方
、
カ
シ
マ
断
ち
を
成
功
さ
せ
た
タ
ケ
ミ
カ

ズ
チ
は
オ
シ
ホ
ミ
ミ
よ
り
、
カ
シ
マ
神
の
称
え
名
を
賜
り
ま
す
。 

  

こ
れ
で
、
長
年
の
私
の
疑
問
も
解
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

鹿
島
神
宮
も
あ
り
、
岩
木
山
神
社
に
顕
国
魂
神
も
祀
ら
れ
て
い

る
の
に
、
記
紀
に
こ
の
話
が
載
っ
て
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う

か
。 

 

次
に
二
つ
の
カ
モ
神
社
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
上
賀
茂
神

社
の
正
式
名
は
賀
茂
別わ

け

雷
い
か
づ
ち

神
社
で
あ
る
。
下
鴨
神
社
の
そ
れ

は
賀
茂
御
祖

み

お

や

神
社
で
あ
る
。
京
都
で
は
こ
の
二
つ
の
神
社
の
例

祭
、
葵
祭
開
催
の
時
に
、
今
年
は
誰
が
斎
王
代
に
選
ば
れ
る
の

か
と
話
題
に
な
る
と
云
う
。
神
社
多
し
と
い
え
ど
、
斎
王
の
制

度
が
あ
る
の
は
、
伊
勢
神
宮
と
、
こ
の
両
カ
モ
神
社
だ
け
で
あ

る
。 

 

さ
て
、
こ
こ
で
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
に
載
っ
て
い
る
ニ
ニ
キ

ネ
の
話
を
し
た
い
。 

ニ
ニ
キ
ネ
（
瓊
瓊
杵
尊
・
オ
シ
ホ
ミ
ミ
の
次
男
）
は
、
両
神
（
イ

ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
）
が
民
の
生
活
向
上
を
目
指
し
全
国
を
巡

っ
た
よ
う
に
、
こ
の
日
本
列
島
は
稲
作
に
適
し
て
い
る
と
気
づ

き
、
自
分
も
全
国
を
巡
り
、
灌
漑
土
木
工
事
を
行
い
た
い
と
、

ア
マ
テ
ラ
ス
に
許
可
を
求
め
ま
す
。
自
分
の
ニ
ハ
リ
の
宮
の
近

辺
の
川
に
堤
を
築
き
、
山
水
を
溜
め
、
必
要
な
時
に
流
す
方
法

で
安
定
し
た
収
穫
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
ア



 

マ
テ
ラ
ス
居
住
の
地
、
伊
勢
宇
治
山
田
あ
た
り
で
も
高
台
に
田 

№
７ 

を
拓
き
、
見
事
な
田
と
し
ア
マ
テ
ラ
ス
か
ら
認
め
ら
れ
た
の
で

す
。
ア
マ
テ
ラ
ス
は
オ
シ
ホ
ミ
ミ
の
長
男
ホ
ノ
ア
カ
リ
が
飛
鳥

親
王
と
し
て
ナ
カ
州
（
葦
原
州
）
を
統
治
し
て
い
る
の
を
承
知

の
上
で
ニ
ニ
キ
ネ
に
も
、
ア
マ
ノ
コ
ヤ
ネ
と
コ
モ
リ
を
両
翼
の

大
臣
と
し
て
三
種
の
神
宝
を
授
け
、
ハ
ラ
親
王
の
称
号
を
与
え

た
の
で
す
。
そ
の
後
ニ
ニ
キ
ネ
は
ハ
ラ
ミ
山
（
富
士
山
）
の
裾

野
を
田
に
変
え
る
べ
く
八
方
を
掘
ら
せ
八
つ
の
湖
を
作
り
ま

し
た
。
ニ
ニ
キ
ネ
を
慕
っ
て
い
る
ニ
ハ
リ
の
民
が
協
力
し
ま
し

た
。（
や
ま
な
か
、
か
わ
く
ち
、
も
と
す
、
の
名
が
出
て
く
る
の

に
は
び
っ
く
り
）
さ
ら
に
オ
キ
ツ
ボ
の
峰
に
立
ち
、
こ
こ
か
ら

見
え
る
山や

ま

背
う
し
ろ

（
京
都
盆
地
）
を
掘
り
、
（
深
泥
池
・
蟻
ヶ
池
）

こ
の
峰
を
富
士
山
の
よ
う
に
見
立
て
て
農
地
開
拓
を
す
す
め

た
の
で
す
。
貯
水
池
が
で
き
た
こ
と
で
水
量
を
支
配
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
百
年
も
掛
か
る
か
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
六
十
年
（
鈴
歴
の
一
枝
）
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
、

こ
の
峰
を
一
枝

ひ

え

（
比
叡
）
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
雨
を
降
ら
せ
、
稲
光
を
お
こ
す
雷
（
鳴
る
神
）
を
カ
グ

ツ
チ
（
火
神
）
と
ミ
ツ
ハ
ノ
メ
（
水
神
）
に
分
け
て
祀
り
ま
し

た
。 

こ
こ
に
至
っ
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
は
ニ
ニ
キ
ネ
を
「
雨
が
降
り
、

日
が
照
る
の
は
全
て
天
上
の
神
の
恵
み
に
よ
る
も
の
だ
が
、
新

た
な
二
神
を
生
み
出
し
、
恵
み
を
漏
れ
な
く
受
け
取
る
術
を
得

た
、
こ
の
功
績
は
、
国
常
立
の
功
績
に
更
な
る
稜い

威つ

（
威
光
）

を
加
え
た
偉
大
な
成
果
で
あ
る
」
と
、
最
大
級
に
褒
め
、「
別わ

け

雷
い
か
づ
ち

の
天
君
」
と
い
う
称
号
を
与
え
た
の
で
す
。 

・
・
・
・ 

み
こ
と
の
り 

あ
め
は
ふ
り
て
り 

ま
つ
た
き
は 

い
か
つ
ち
わ
け
て 

か
み
お
う
む 

こ
れ
と
こ
た
ち
の 

さ
ら
の
ゐ
づ 

わ
け
い
か
つ
ち
の 

あ
ま
き
み
と 

を
し
て
た
ま
わ
る 

・
・
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
御
機
の
二
十
四
） 

   

 

賀
茂
別
雷
神
社 

  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

賀
茂
御
祖
神
社
・
糺
す
の
森 

  



№
８ 

さ
て
、
次
に
ニ
ニ
キ
ネ
の
三
男
ウ
ツ
キ
ネ
（
ヒ
コ
ホ
オ
デ
ミ
・
山

幸
彦
）
の
話
を
し
た
い
。 

ウ
ツ
キ
ネ
は
琵
琶
湖
で
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
た
兄
、
サ
ク
ラ
ギ
（
海

幸
彦
）
の
釣
り
針
を
な
く
し
、
途
方
に
く
れ
て
い
る
と
シ
オ
ツ
ツ
の

翁
が
現
れ
て
、
ウ
ツ
キ
ネ
を
舟
に
乗
せ
、
筑
紫
の
日
南
海
岸
に
到
着

さ
せ
ま
し
た
。
そ
こ
で
ソ
オ
（
曽
於
）
の
ハ
デ
カ
ミ
の
助
け
を
得
て

無
く
し
た
釣
り
針
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
一
刻
も
早

く
兄
に
返
し
た
い
と
、
使
者
と
し
て
シ
ガ
（
船
魂
神
の
一
人
・
帆
を

発
明
す
る
）
を
送
り
ま
し
た
。
瑞
穂
の
宮
（
白
髭
神
社
・
高
島
市
鵜

川
）
に
い
た
サ
ク
ラ
ギ
は
シ
ガ
に
対
し
て
失
礼
な
態
度
を
と
り
、
怒

っ
た
シ
ガ
は
サ
ク
ラ
ギ
を
懲
ら
し
め
、
ウ
ツ
キ
ネ
の
臣
下
に
し
た
の

で
す
。
ウ
ツ
キ
ネ
は
筑
紫
に
留
ま
り
、
ハ
デ
カ
ミ
の
娘
、
ト
ヨ
タ
マ

姫
を
正
妃
と
し
、
以
前
、
父
ニ
ニ
キ
ネ
が
筑
紫
の
地
で
井
堰
を
築
い

た
各
地
を
巡
り
新
た
に
田
を
拓
き
ま
し
た
。
シ
ガ
（
福
岡
県
東
区
）

の
地
で
は
油
粕
を
田
に
入
れ
（
粕
谷
）
肥
し
、
ア
ソ
地
方
で
は
、
オ

オ
ナ
ム
チ
の
成
功
例
を
参
考
に
鰯
を
入
れ
土
地
を
改
良
し
、「
火
の
邦
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
地
を
「
肥
え
邦
」
と
云
わ
れ
る
ま
で
に
し
た

の
で
す
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
父
ニ
ニ
キ
ネ
か
ら
ウ
ツ
キ
ネ
は

日
嗣
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
急
き
ょ
淡
海
の
瑞
穂
の
宮
に
戻
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
ト
ヨ
タ
マ
姫
は
身
ご
も
っ
て
い

た
の
で
、
後
か
ら
安
全
な
鴨
舟
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
思

い
の
他
早
く
北
の
津
（
福
井
県
敦
賀
・
気
比
神
宮
）
に
到
着
し
、
松

原
に
建
て
ら
れ
た
茅
葺
の
産
屋
が
出
来
上
が
ら
な
い
う
ち
に
、
男
児

を
出
産
し
た
の
で
す
。
鏡
の
臣
、
ア
マ
ノ
コ
ヤ
ネ
が
カ
モ
ヒ
ト
と
名

づ
け
ま
し
た
。
こ
の
皇
子
が
ナ
ギ
サ
タ
ケ
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ワ
セ
ズ
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
父
ウ
ツ
キ
ネ
は
カ
ツ
テ
（
勝
手
神
・
助
産
の
達
人
）

に
止
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
う
っ
か
り
産
屋
を
覗
い
て

し
ま
い
ま
す
。
ト
ヨ
タ
マ
姫
は
鰐
（
記
）
に
も
竜
（
紀
）
に
も
な
っ

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、た
だ「
は
ら
ば
ひ
に 

よ
そ
ひ
な
け
れ
は
」

と
い
う
だ
け
な
の
で
す
が
、
恥
じ
て
、
姫
は
弟
、
タ
ケ
ス
ミ
（
建
祇
）

を
連
れ
て
、
最
終
的
に
貴
船
神
社
に
こ
も
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

・
・
・
・
・ 

き
み
ま
つ
は
ら
に 

す
す
み
き
て 

う
ふ
や
の
ぞ
け
は 

は
ら
ば
ひ
に 

よ
そ
ひ
な
け
れ
は 

と
ぼ
そ
ひ
く 

お
と
に
ね
ざ
め
て 

は
つ
か
し
や 

お
と
た
け
す
み
と 

み
な
つ
き
の 

み
そ
ぎ
し
て
の
ち 

う
ぶ
や
で
て 

を
に
ふ
に
い
た
り 

み
こ
い
だ
き 

み
め
み
て
な
で
て 

は
は
は
い
ま 

は
ぢ
か
え
る
な
り 

・
・
・
・
・ 

（
御
機
の
二
十
六
・
ウ
ガ
ヤ
葵
桂
の
ア
ヤ
） 

 

ウ
ツ
キ
ネ
は
八
方
手
を
尽
く
し
て
説
得
す
る
の
で
す

が
、
姫
は
承
諾
し
ま
せ
ん
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
皇

位
を
ウ
ツ
キ
ネ
に
譲
り
、
自
ら
は
太
上

お

お

え

天
皇

す
べ
ら
ぎ

と
な
っ
て
い

た
ニ
ニ
キ
ネ
が
葵
と
桂
の
枝
を
持
っ
て
ミ
ヅ
ハ
メ
の
社

（
貴
船
神
社
）
を
訪
れ
た
の
で
す
。 

 

・
・
・
・
・ 

お
お
ゑ
す
べ
ら
ぎ 

わ
け
つ
ち
の 

あ
お
い
か
つ
ら
を 

そ
で
に
か
け 

み
や
に
い
た
れ
ば 

ひ
め
む
か
ふ 

と
き
に
は
お
も
ち 

こ
れ
い
か
ん 

と
よ
た
ま
こ
た
え 

あ
お
い
は
ぞ 

ま
た
こ
れ
い
か
ん 

か
つ
ら
ば
ぞ 

い
つ
れ
か
く
る
や 

ま
だ
か
け
ず 
な
ん
ぢ
よ
お
す
て 

み
ち
か
く
や 
ひ
め
は
お
そ
れ
て 

か
か
ね
と
も 

な
ぎ
さ
に
お
よ
ぐ 

あ
ざ
け
り
に 

は
ら
ば
い
の
は
ぢ 

か
さ
ぬ
み
は 

あ
に
の
ほ
ら
ん
や 

こ
れ
は
ぢ
に 

に
て
は
ぢ
な
ら
ず 

し
か
と
き
け 

・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
御
機
の
二
十
六
） 

 

葵
も
桂
も
必
ず
茎
か
ら
左
右
対
称
に
に
一
対
の
葉
が

で
る
植
物
で
あ
る
と
い
う
。
夫
婦
は
常
に
一
緒
に
居
ね
ば

な
ら
な
い
、
い
う
た
と
え
で
あ
ろ
う
。 

姫
は
こ
う
し
て
、
さ
ら
に
ウ
ツ
キ
ネ
と
の
歌
の
贈
答

の
末
、
よ
う
や
く
宮
中
に
上
る
の
で
す
。
太
上
君
（
ニ
ニ

キ
ネ
）
は
弟
、
タ
ケ
ス
ミ
に
は
カ
ワ
ア
イ
の
邦
（
京
都
市

左
京
区
・
河
合
神
社
）
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ウ
ツ

キ
ネ
は
、
姫
を
守
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
、
妃
の
一
人
、

イ
ソ
ヨ
リ
姫
を
め
合
わ
せ
た
の
で
す
。
ウ
ツ
キ
ネ
と
ト
ヨ

タ
マ
姫
は
仲
睦
ま
じ
く
、
長
き
に
わ
た
っ
て
世
を
治
め
ま

し
た
が
、
日
嗣
を
皇
子
の
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ワ
セ
ズ
に
譲
り

ま
し
た
。
ア
マ
ノ
コ
ヤ
ネ
が
鏡
の
臣
で
、
コ
モ
リ
が
剣
の

臣
で
す
。
ウ
ツ
キ
ネ
と
姫
が
神
上
り
す
る
と
、遺
言
通
り
、



№
９ 

ウ
ツ
キ
ネ
（
山
幸
彦
）
は
気
比
神
宮
（
福
井
県
敦
賀
市
）、 

ト
ヨ
タ
マ
姫
は
貴
船
神
社
に
祀
ら
れ
ま
し
た 

さ
て
、
次
に
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ワ
セ
ズ
の
話
に
移
ら
せ
て

い
た
だ
く
。 

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ワ
セ
ズ
は
、
昔
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ

（
両
神
）
が
住
ん
で
い
た
多
賀
の
宮
（
多
賀
大
社
・
滋
賀

県
犬
上
郡
多
賀
町
）
を
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
作

り
替
え
、
こ
こ
を
本
拠
地
と
し
て
両
神
を
拝
ん
で
政
（
ま

つ
り
ご
と
）
を
行
っ
て
い
こ
う
と
、
瑞
穂
の
宮
か
ら
移
り

ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
知
っ
た
、
ア
マ
テ
ラ
ス
は
褒
め
て
、

戸
隠
神
（
タ
チ
カ
ラ
オ
）
を
使
い
と
し
て
御
言
宣
（
み
こ

と
の
り
）
を
し
た
の
で
す
。
歴
代
皇
統
の
神
が
書
き
記
し

続
け
て
き
た
聖
典
「
カ
グ
の
書
」（「
御
祖
百
編

み

お

や

お

あ

み

」）
と
共

に
、
天あ

の
両
神
な
ら
ぬ
、
地わ

の
両
神
で
あ
る
と
し
て

「
御
祖
天

み

お

や
あ

ま

君き
み

」
の
称
号
を
与
え
ま
し
た
。 

 

・
・
・
・
・ 

み
く
ら
い
な
り
て 

い
せ
に
つ
ぐ 

あ
ま
て
る
か
み
の 

み
こ
と
の
り 

と
か
く
し
お
し
て 

わ
が
み
ま
ご 

た
が
の
ふ
る
み
や 

つ
く
り
か
え 

み
や
こ
う
つ
せ
ば 

あ
に
つ
ぎ
て 

わ
の
ふ
た
か
み
ぞ 

わ
れ
む
か
し 

あ
め
の
み
ち
ゑ
る 

か
ぐ
の
ふ
み 

み
お
や
を
あ
み
お 

さ
づ
く
な
も 

み
お
や
あ
ま
き
み 

・
・
・
・
・ 

（
御
機
の
二
十
七 

御
祖
神
船
魂
の
ア
ヤ
） 

 

 

そ
し
て
、
ウ
ガ
ヤ
の
君
は
常
に
糺
の
殿
に
い
て
天
下

を
治
め
て
い
ま
し
た
が
（
コ
モ
リ
が
毎
日
そ
こ
を
流
れ
る

小
川
で
み
そ
ぎ
を
し
て
身
を
正
し
て
い
た
の
で
、
糺
す
と

い
う
名
が
つ
い
た
）、
世
継
ぎ
に
恵
ま
れ
な
い
で
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
フ
ト
マ
ニ
」
を
用
い
よ
う
や
く
若
い
ヤ
セ

（
八
瀬
）
姫
に
子
ど
も
が
で
き
た
の
で
す
。
イ
ツ
セ
（
五

瀬
）
で
す
。
け
れ
ど
も
ヤ
セ
姫
は
出
産
を
終
え
る
と
直
ぐ

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
乳
母
が
必
要
と
な
り
、

比
叡
山
の
麓
に
良
い
母
乳
が
出
る
と
評
判
の
女
性
が
い

ま
し
た
が
、
要
請
に
応
ぜ
ず
、
詔
（
み
こ
と
の
り
）
を
出

し
、
よ
う
や
く
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の

人
が
、
タ
マ
ヨ
リ
姫
で
す
。タ
マ
ヨ
リ
姫
は
タ
ケ
ツ
ミ（
タ

ケ
ズ
ミ
）
と
イ
ソ
ヨ
リ
姫
の
娘
で
、
両
親
は
亡
く
な
っ
て

い
ま
し
た
が
（
河
合
の
神
）
、
一
人
で
別
雷
の
神
に
熱
心

に
詣
で
る
日
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
す
。
父
は
な
く
、
神

霊
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
と
い
う
、
ミ
ケ
イ
リ
（
ウ
ガ
ヤ
が

命
名
）
を
連
れ
て
い
ま
し
た
。
玉
の
よ
う
に
美
し
い
人
で

し
た
。
そ
の
後
、タ
マ
ヨ
リ
姫
は
内
局
と
し
て
イ
ナ
ヰ
イ
、

さ
ら
に
正
妃
に
昇
格
す
る
と
タ
ケ
ヒ
ト
を
産
ん
だ
の
で

す
。
こ
の
子
が
カ
ン
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ヒ
コ
（
神
武
天
皇
）

で
す
。 

さ
て
、
時
代
は
下
り
、
コ
モ
リ
の
長
男
カ
ン
ダ
チ
（
代
四

代
大
物
主
）
は
筑
紫
に
赴
任
し
て
い
ま
し
た
が
、
亡
く
な

る
と
、
後
を
息
子
の
フ
キ
ネ
に
継
が
せ
ま
し
た
。
フ
キ
ネ

は
ニ
ニ
キ
ネ
や
ウ
ツ
キ
ネ
を
継
承
し
て
熱
心
に
農
耕
技

術
を
指
導
し
、
農
業
人
口
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

フ
キ
ネ
に
は
子
が
い
な
か
っ
た
為
、
叔
父
の
ツ
ミ
ハ
の
長

男
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
（
櫛
甕
玉
・
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
著
者

の
一
人
）
を
乞
い
願
っ
て
養
子
に
も
ら
い
受
け
ま
し
た
。

ツ
ミ
ハ
は
阿
波
を
本
拠
地
と
し
て
、
ウ
ガ
ヤ
の
君
の
配
慮

の
も
と
、
各
地
に
あ
る
政
務
所(
ハ
ラ
の
宮
・
飛
鳥
の
宮)

を
行
き
来
し
、
多
方
面
に
お
い
て
活
躍
し
「
八
重
事
代
主
」

の
称
号
を
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す
。
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
は
フ

キ
ネ
が
神
上
が
り
す
る
と
、
筑
紫
勅
使
に
任
命
さ
れ
た
の

で
す
が
、
母
の
強
い
要
望
で
大
和
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
は
自
分
の
代

わ
り
に
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ワ
セ
ズ
に
筑
紫
へ
の
御
幸
を
願

い
出
た
の
で
す
。
ウ
ガ
ヤ
の
君
は
イ
ツ
セ
を
自
分
の
代
理

と
し
て
多
賀
親
王
と
し
て
宮
に
置
き
、
オ
シ
ク
モ
（
ア
マ

ノ
コ
ヤ
ネ
の
子
）
と
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
を
左
右
の
臣
と
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
タ
ネ
コ
（
オ
シ
ク
モ
の
子
）
を
タ
ケ
ヒ

ト
の
大
御
守
（
お
お
ん
も
り
）
に
据
え
て
、
室
津
港
（
兵

庫
県
た
つ
の
市
）
か
ら
ウ
ド
の
浜
に
上
陸
、
カ
コ
シ
マ
の

宮
に
入
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
の
時
皇
子
タ
ケ
ヒ
ト
は
五
才

で
し
た
。
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ワ
セ
ズ
は
筑
紫
三
十
二
縣
の
守

の
要
請
に
応
じ
て
各
地
を
回
り
、
荒
廃
し
た
灌
漑
施
設
を

補
修
し
て
機
能
を
回
復
す
る
の
に
尽
力
し
た
の
で
す
。
ミ

ヤ
サ
キ
の
宮
に
落
ち
着
か
れ
る
と
、
自
分
の
臨
終
を
悟
り
、 



№
⒑ 

タ
ケ
ヒ
ト
と
タ
ネ
コ
を
呼
び
寄
せ
ま
し
た
。
ウ
ガ
ヤ
の
君

が
亡
く
な
る
と
筑
紫
三
十
二
縣
の
守
達
は
タ
ケ
ヒ
ト
に

筑
紫
親
王
の
称
号
を
奉
げ
た
の
で
す
。
ウ
ガ
ヤ
の
君
は
各

地
に
い
ろ
い
ろ
な
名
で
祀
ら
れ
ま
し
た
。 

 

・
・
・
・
・ 

 

こ
の
よ
し
お 

た
が
に
つ
く
れ
ば 

も
に
い
り
て 

ひ
う
が
の
か
み
と 

ま
つ
り
な
す 

お
に
ふ
に
ま
つ
る 

か
も
の
か
み 

あ
ひ
ら
つ
や
ま
は 

み
お
や
か
み 

の
ち
に
た
ま
よ
り 

か
み
と
な
る 

か
あ
ひ
に
あ
わ
せ 

み
を
や
か
み 

め
を
の
か
み
と
て 

い
ち
し
る
き
か
な （

御
機
の
二
十
七
） 

、（
こ
の
由
を 

多
賀
に
告
ぐ
れ
ば 

喪
に
入
り
て 

日

向
の
神
と 

祀
な
す 

遠
敷
に
祀
る 

賀
茂
の
神 

吾

平
津
山
は 

御
祖
神 

後
に
玉
依 

神
と
な
る 

河
合

に
合
わ
せ 

御
祖
神 

夫
婦
の
神
と
て 

著
し
る
き
か

な
） 

多
賀
大
社
の
摂
社
に
日
向
神
社
が
あ
る
。
お
に
ふ
（
遠
敷
）

の
あ
る
福
井
県
に
は
賀
茂
神
社
が
あ
り
、
祭
神
の
一
人
に

鵜
草
葺
不
合
命
と
あ
る
。
臨
終
の
地
、
吾
平
津
神
社
（
宮

崎
県
日
南
市
）
は
現
在
、
神
武
の
日
向
で
の
妃
、
ア
ヒ
ラ

ツ
姫
を
祀
る
、
と
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
ま
で
「
ホ
ツ

マ
ツ
タ
エ
」
を
読
ん
で
く
れ
ば
、
上
賀
茂
神
社
の
「
別わ

け

雷
い
か
づ
ち

」
、
下
鴨
神
社
の
「
御
祖

み

お

や

」
と
は
誰
を
指
す
か
は
自

明
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
現
在
は
上
賀
茂
神
社
の
祭
神「
別

雷
」
に
つ
い
て
は
、「
山
城
国
風
土
記
」
よ
り
、
タ
マ
ヨ

リ
姫
が
雷
神
と
交
わ
っ
て
生
ん
だ
子
と
し
て
い
る
。
下
鴨

神
社
の
祭
神
は
玉
依
媛
命
と
、
そ
の
父
、
八
咫
烏
と
な
っ

て
神
武
天
皇
を
先
導
し
た
、
賀
茂
建
角
身
（
カ
モ
タ
ケ
ツ

ヌ
ミ
）
命
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
天
皇
家
が
、
よ
く
わ

か
ら
な
い
雷
の
子
や
、
烏
の
化
身
な
ど
に
、
未
婚
の
わ
が

娘
を
斎
王
と
し
て
奉
仕
に
だ
す
だ
ろ
う
か
。
両
カ
モ
神
社

の
神
紋
の
双
葉
葵
は
ど
う
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
地
神

四
代
の
内
、
初
代
の
天
照
大
神
（
伊
勢
神
宮
）、
二
代
の

瓊
瓊
杵
尊
（
ニ
ニ
キ
ネ
・
別
雷
の
神
）、
四
代
、
鵜
草
葺

不
合
命
（
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ワ
セ
ズ
・
御
祖
神
）
で
あ
れ
ば

こ
そ
斎
王
の
制
度
も
納
得
が
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

葵
葉
を
持
っ
て
ト
ヨ
タ
マ
姫
を
説
得
し
た
ニ
ニ
キ
ネ
で

あ
れ
ば
こ
そ
、「
双
葉
葵
」
は
わ
か
る
の
で
あ
る
し
、
ト

ヨ
タ
マ
姫
の
子
で
あ
る
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ワ
セ
ズ
で
あ
る

か
ら
双
葉
葵
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
め
を
の
神
（
夫
婦

の
神
）
と
し
て
タ
マ
ヨ
リ
姫
と
一
緒
に
祀
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
よ
く
わ
か
る
。 

 

 

 

 

 

最
後
に
両
カ
モ
神
社
に
冠
し
て
あ
る
、「
カ
モ
」
に
つ

い
て
付
け
加
え
た
い
。 

下
鴨
神
社
の
説
明
係
の
方
に
よ
れ
ば
、
鴨
川
の
上
流
と

下
流
の
傍
ら
に
あ
る
か
ら
賀
茂
と
付
い
て
い
る
の
だ
と

云
う
。
そ
ん
な
単
純
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
、
悩
ん
で

い
た
が
、「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
の
後
半
に
説
明
が
で
て
い

た
の
で
あ
る
。
景
行
天
皇
の
筑
紫
巡
行
中
の
と
こ
ろ
で
、

コ
ユ
縣
（
宮
崎
県
児
湯
郡
）
で
ニ
ニ
キ
ネ
を
偲
ん
で
い
る

箇
所
で
あ
る
。 

  



№
⒒ 

（
ニ
ニ
ギ
の
命
は
） 

高
千
穂
の 

峰
に
登
り
て 

日
の
山
の 
朝
日
に
い
な
み 

妻
向
い 

 

上
下
恵
む 

神
と
な
る 

国
の
名
も
こ
れ 

カ
は
上
を 

あ
ま
ね
く
照
ら
す 

モ
は
下
の 

青
人
草
を 

恵
ま
ん
と 

鳴
る
神
の
雨 

良
き
程
に 

別
け
て
御
ぞ
ろ
の 

潤
い
に 

 

民
賑
わ
せ
る 

功
は 

 
 

加
茂
別
雷
の 

神
心 

 
 

・
・
・
・
・
・
・ 

（
御
機
の
三
十
八
） 

（
千
葉
氏
訳 

 
―

線
尾
木
） 

 

つ
ま
り
、「
カ
」
は
天
上
か
ら
、「
モ
」
は
地
上
の
民
に

恵
み
を
、
と
い
う
こ
と
で
、
国
全
体
を
良
い
方
向
に
統
治 

№
⒒ 

す
る
、
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ニ
ニ
キ
ネ

も
ウ
ツ
キ
ネ
も
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ワ
セ
ズ
も
賀
茂
の
神
な

の
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
マ
姫
の
ウ
ツ
キ
ネ
へ
の
返
歌
に
次
の

よ
う
に
あ
る
。 

「
沖
つ
鳥 

カ
モ
を
治
む
る
君
な
ら
で 

よ
の
コ
ト
ゴ

ト
を 

エ
ヤ
は
ふ
せ
が
ん
」 

（
御
機
の
二
十
六 

今
村
氏
訳
） 
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イ
ナ
タ
姫 タ

ク
ハ
タ

チ
チ
姫

初
代
大
物
主

オ
オ
ナ
ム
チ

イ
ザ

ナ
ミ

イ
ザ

ナ
ギ

ソ
サ
ノ
オ

ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
（
養
子
）

ヰ
ツ
セ

コ
ノ
ハ
ナ

サ
ク
ヤ
姫

ホ
ノ
ア
カ
リ

ツ
キ
ヨ
ミ

セ
オ
リ
ツ
姫

❶
ア
マ
テ
ル

大
御
神

ワ
カ
姫

「
わ
た
し
の
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
参
考

系
図
（
名
称
は
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
に
よ
る
）

○
番
号
は
統
治
順
番

❸
別
雷
神

ニ
ニ
キ
ネ

❷
オ
シ
ホ

ミ
ミ

タ
マ

ヨ
リ
姫

サ
ク
ラ
ギ

ホ
ノ
ス
ス
ミ

海
幸
彦

ム
メ
ヒ
ト

ホ
ノ
ア
カ
リ

❺
御
祖
神

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ワ
セ
ズ

ト
ヨ
タ
マ
姫

❹
ウ
ツ
キ
ネ

ヒ
コ
ホ
オ
デ
ミ

山
幸
彦

ヤ
セ
姫

タ
ケ
ヒ
ト

神
武
天
皇

イ
ナ
ヰ
イ

カ
ン
ダ
チ

フ
キ
ネ

初
代
事
代
主

恵
比
寿
神

大
國
魂
神

ク
シ
ヒ
コ

八
重
事
代
主

ツ
ミ
ハ

タ
ケ
テ
ル

ミ
ケ
イ
リ

「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
著
者

六
代
大
物
主

ク
シ
ミ
カ
タ
マ

タ
タ
ラ
イ
ス
ス
姫

ク
ニ
テ
ル
（
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
）

タ
ケ
ツ
ミ

ウ
マ
シ
マ
チ

ハ
デ
カ
ミ

三
代
大
物
主

コ
モ
リ
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